
 

（仮称）新小倉発電所６号機建設計画に係る環境影響評価方法書に対する市長

意見 

 

１ 全般的事項 

現地調査の実施に当たっては、調査時の気象及び水象等の影響を考慮し、

適切な環境影響評価を行うこと。 

また、準備書には、調査地点と調査地点に影響を及ぼす施設の位置関係を

明瞭に図示すること。 

 

２ 個別的事項 

（１） 大気環境 

   工事用資材等の搬出入に伴う交通量の増加が大気環境に影響を及ぼすお

それがあるため、その影響について、調査、予測及び評価を実施するとと

もに、交通量の分散化を含め、大気環境への影響の回避や低減について可

能な限り配慮すること。 

（２） 動物 

工事の実施が、（仮称）新小倉発電所６号機建設計画（以下「本事業」と

いう。）の事業実施区域及びその周辺に生息する野生動物へ影響を及ぼすお

それがあるため、その影響について、調査、予測及び評価を実施するとと

もに、影響の回避や低減について可能な限り配慮すること。 

また、鳥類の調査時期については、事業実施区域周辺で確認されている

種の飛来時期等を考慮し、生息状況が適切に把握できる時期を選定するこ

と。 

（３） 温排水 

「火力発電所リプレースに係る環境影響評価手法の合理化に関するガイ

ドライン」の適用に当たっては、十分な文献調査等に加え、放水口周辺の

概況を把握するための現地調査を行った上で、予測及び評価を実施すると

ともに、温排水が環境へ与える影響の回避や低減について可能な限り配慮

すること。 

（４） 景観 

   本事業の事業実施区域は関門海峡という独自の景観形成地帯に隣接する



 

ため、景観の環境影響評価については、現在選定している陸上の眺望点に

加え、海上の眺望点も含めて検討し、適切な調査、予測及び評価を実施す

ること。 

（５） 廃棄物等 

   工事の実施により生じる残土の環境影響の評価手法について、関係法令

との整合性が図られているかを検討し、適切な評価を実施すること。 

（６） 温室効果ガス等 

   温室効果ガスの排出削減について、最新の知見を踏まえて、環境負荷の

低減に取り組み、発電所のリプレースによる削減効果を定量的に予測及び

評価すること。 

 

 


